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やさしいって、大切

特集　郷土の自然を守るまち

小
浜
の
豊
か
な
自
然  

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら

　小浜は、風光明美な若狭湾の中央部に位置し、自然豊かで四季の輝きを放つ海や山川、

豊富な海産物や滋味あふれる農産物などの食材に恵まれてきた地域です。

　しかし、近年私たちの身の回りでは、生き物が生息できる場所の消失や、外来生物

の生息域の拡大によって、身近な場所でかつて見られた生き物が減少しています。地

球温暖化による気候変動や生態系への影響なども懸念されています。

　美しい小浜の環境を大切に守り育て未来に引き継いでいくためには、これまで以上

に市民・事業者・行政の協働により、郷土への誇りをもって多くの環境問題に取り組

んでいくことが不可欠です。

■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

【小浜市環境基本計画の施策体系】

市の環境に対する施策のう
ち、早急に実施する必要が
あるもの、本市の環境問題
として重要なもの、望まし
い環境像の実現に向けて大
きな効果があるものなどを
継続し、優先的かつ重点的
に取り組みます。

①食をとりまく環境の改善・環境
　調和型農林水産業の展開

②次世代自動車の導入促進

③循環型のまちづくり

④ごみのないきれいなまちづくり

⑤環境学習プログラムの展開

豊かな自然あふれるふるさとを守るために

基本目標 基本施策

郷土の自然を守るまち
（自然と環境との共生）

自然環境の保全

生物多様性の保全

自然とのふれあいの推進

地球規模で考え
みんなで取り組むまち

（地球温暖化対策の推進）

省エネの普及推進

再生可能エネルギーの導入推進

温室効果ガスの吸収促進

資源が循環する
環境にやさしいまち

（循環型社会の構築）

3R（リデュース・リユース・リサ
イクル）の推進

ごみの適正処理

健康で安全なまち
（生活環境の保全）

大気環境・水環境の保全

騒音・振動の防止

有害化学物質の安全管理

良好な景観の保全、緑化の推進

みんなで環境を
学び協働するまち

（教育・学習・協働の推進）

環境教育・学習の推進

環境情報の整備・提供

環境保全活動の推進

小
浜
の
望
ま
し
い
環
境
像

「
海
、山
、河  

誇
り
の
持
て
る
豊
か
な
自
然  

住
み
心
地
の
良
い
ま
ち  

お
ば
ま
」

小浜市環境審議会　会長

廣
ひ ろ い し

石 伸
し ん ご

互 さん（68 歳・大津市）

農学博士。福井県立大学海洋
生物資源学科教授を経て、現
在、滋賀県立琵琶湖博物館特
別研究員（環境微生物学）、福
井県立大学名誉教授。小浜市
環境審議会会長として小浜市
環境基本計画の改訂に携わる。

インタビュー

　

世
代
を
超
え
て
良
好
な
環
境
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
環
境
教
育
の
充
実

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
小
浜
は
、
豊
か

な
山
川
里
海
に
囲
ま
れ
、
地
下
水
に
も

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
豊
富

な
雪
を
利
用
し
た
雪
室
活
用
（
上
根

来
区
）
な
ど
特
徴
的
な
活
動
も
増
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
小
浜
は
地

域
の
活
性
化
を
模
索
し
つ
つ
、
総
合
的

な
環
境
教
育
が
可
能
な
地
域
で
す
。

　

ま
ず
は
住
民
が
地
域
の
環
境
の
状
況

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
小
浜

の
子
ど
も
た
ち
が
、
地
元
の
自
然
や
生

き
物
に
ふ
れ
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
環
境
教
育
の
充
実
に
、
市
民
、
行

政
、
学
校
、
大
学
が
今
ま
で
以
上
に
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

こ
れ
ま
で
、
人
間
は
自
ら
に
と
っ
て

の
便
利
さ
を
追
い
求
め
、
自
然
に
対
し

て
負
荷
を
か
け
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ

の
人
間
至
上
主
義
と
い
う
考
え
方
を

改
め
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
ツ
ケ
は
自
分

た
ち
に
必
ず
返
っ
て
く
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
日
本
で
も
か
つ
て
公
害
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
程
度
改
善
さ
れ
て
き
た
と
は

い
え
、
解
決
す
べ
き
環
境
の
課
題
は

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
解
決
の

た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
住
民
そ
し

て
市
町
村
が
持
続
可
能
な
循
環
型
の

社
会
を
意
識
し
つ
つ
、
自
分
た
ち
の

地
域
を
見
直
し
、
具
体
的
な
目
標
を

設
定
し
て
、
そ
の
達
成
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

重点
プロジェクト

「
小
浜
市
環
境
基
本
計
画
」
と
は
？

　

市
で
は
、平
成
24
年
３
月
に
「
小

浜
市
環
境
基
本
計
画
」
を
改
訂
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

計
画
の
期
間
は
平
成
33
年
度
ま
で

の
10
年
間
と
し
、
５
年
目
と
な
る

28
年
度
に
施
策
内
容
や
数
値
目
標

な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
海
、
山
、
河　

誇
り
の
持
て
る

豊
か
な
自
然　

住
み
心
地
の
良
い

ま
ち　

お
ば
ま
」。
こ
の
環
境
像
を

実
現
す
る
た
め
に
５
つ
の
基
本
目

標
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
沿
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

小浜市環境基本
計画改訂版は市
公式ホームペー
ジ（QRコード参
照）に全文掲載
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外
来
生
物
の
駆
除
を

緑
を
広
め
ま
し
ょ
う

▶この外来生物にも注意◀

【アメリカザリガニ】

【アライグマ】

【セイタカアワダチソウ】

【ブラックバス】

環境衛生課　藤
ふ じ た

田 晃
あきひろ

弘 技師 毎年市庁舎で作っているグリーンカーテン

　

市
で
は
、
地
球
の
温
暖
化
を
防
ぐ
手
段
の

一
つ
と
し
て
、「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と

は
、
夏
場
に
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
で

作
る
自
然
の
日
よ
け
で
、
周
囲
の
気
温
や
室

温
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

を
増
や
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　近年、日本各地で、本来の生息、生育以外の地域から、入り込んだ「外来
生物」が爆発的に増え、社会問題となっています。小浜でも、外来生物に
よる被害は年々増加傾向にあります。多様な動植物が暮らす、「本来の小
浜の自然環境」を、私たちの手で守り育み、後世へと残していきましょう。

誇
り
が
持
て
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」
の
普

及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
に
、
講
習
会
や

コ
ン
テ
ス
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
外
来
生
物
の
駆
除
や
生
物
多

様
性
の
保
全
な
ど
、
身
近
な
自
然
環
境
を
守

る
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
市
民
一
人
一

人
が
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

インタビュー
口名田むらづくり推進委員

大
お お さ わ

澤 公
き み お

生 さん（62 歳・下中井）

の
会
話
が
も
っ
と
増
え

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　

２
年
間
の
活
動
が
実

り
、
地
区
の
生
息
地
か

ら
は
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
を
駆
除
で
き
ま
し
た

が
、「
強
い
繁
殖
力
を

持
つ
の
で
油
断
で
き
ま

せ
ん
。
外
来
種
を
根
絶
さ
せ
る
に
は
地
道
で
長
い
取

り
組
み
が
必
要
で
す
」
と
気
を
引
き
締
め
ま
す
。

　
「
南
川
や
里
山
と
、
そ
こ
に
生
息
す
る
希
少
な
動
植

物
な
ど
、
口
名
田
に
は
す
ば
ら
し
い
自
然
が
残
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
大
澤
さ
ん
。「
住
ん
で
い
る
と
、
身

近
す
ぎ
て
、
そ
う
い
う
価
値
を
見
落
と
し
が
ち
で
す
。

駆
除
を
通
し
て
、
多
く
の
人
に
〝
こ
こ
に
し
か
な
い

も
の
の
良
さ
〟
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、
頑
張

り
た
い
で
す
」
と
活
動
へ
の
思
い
を
口
に
し
ま
し
た
。

　

口
名
田
地
区
で
は
、
平
成
27
年
か
ら
外
来
種
で
あ

る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
む
ら
づ
く
り
推
進
委
員
会
で
生
活
環
境
活
性
化

委
員
長
を
務
め
る
大
澤
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
ま
ず
は
実
態
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
し
た
。
委
員
で
地
区
内
を
調
査
し
て
、
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
生
息
地
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
」

　

マ
ッ
プ
を
持
っ
て
駆
除
を
依
頼
し
て
ま
わ
る
こ
と

で
、「
地
区
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
が
増
え
ま
し

た
」と
言
い
、「
こ
う
い
う
活
動
を
き
っ
か
け
に
住
民
間

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
講
習
会

　

市
で
は
、
初
め
て
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
向
け
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　
５
月
27
日
㊏
13
時
〜

　
　
　
　

６
月
３
日
㊏
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜

▼
と
こ
ろ　

市
庁
舎
前
（
大
手
町
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
員
　
各
先
着
10
人

▼
準
備
物
　
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
、
汚

　

れ
て
も
よ
い
服
装

※
参
加
者
に
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

　

セ
ッ
ト
（
苗
３
本
、プ
ラ
ン
タ
ー
・

　

土
・
肥
料
を
各
１
個
分
）
を
無
料

　

提
供
し
ま
す

▼
申
し
込
み
　
環
境
衛
生
課
☎
64
・

　

６
０
１
６

この外来生物が危ない！身近に潜む危険なやつら

【マメ知識】県重要里地里山 30地区には、市内から「口名田地区」と「飯盛
地区」が登録されています。両地区では県レッドデータブックに掲載されて
いる希少な動植物の生息が確認されるなど、数多くの自然が残っています。

みんなが地域に目を向けるきっかけに

橙
とうこうしょく

黄色
5 〜 7 月ごろ咲く
直径 5 〜 7㌢

【オオキンケイギク】

花

駆除方法

生えていたら、根から引き抜
き、乾かした後、種が飛ばな
いように、燃やすゴミに出し
てください。
クリーンアップ大作戦や地域
ボランティア清掃などでの駆
除の相談は、環境衛生課まで。

強い繁殖力

オオキンケイギクは強い繁
殖力を持ち、地域に本来合っ
た草花が取って代わられる
など、景色や生態系が一変
する恐れがあります。

外来生物とは

従来その地域におらず、人に
よって持ち込まれた動物や植
物。外来生物法で指定された
生物を「特定外来生物」、法
律の規制はないが、在来生物
に悪影響を与える生物を「要
注意外来生物」と呼びます。

高さ 30 〜 70㌢
多年生
毒性なし

全体

葉は下のほうにつ
いている。両面に
荒い毛がある

葉

■特集　郷土の自然を守るまち
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産業部
 【都市整備課】
増加してきた空き家の解体、利活用などの業務に対応するため、「空
き家対策グループ」を設置しました。

産業部

商工観光課

農林水産課

都市整備課

上下水道課

佐
）
＝
重
田
敬
之　

●
人
口
増
創
造
Ｇ
Ｌ
＝
佐

藤
善
一　

●
企
画
調
整
Ｇ
Ｌ
＝
奥
城
直
喜　

【
市
民
協
働
課
】

●
次
長
＝
和
久
田
和
典　

●
広
報
・
広
聴
Ｇ

Ｌ
、
男
女
共
同
参
画
推
進
Ｇ
Ｌ
＝
畑
中
三
枝　

●
市
民
協
働
・
情
報
統
計
Ｇ
Ｌ
＝
藤
本
雅
樹

【
財
政
課
】

●
課
長
＝
松
見
一
彦　

●
行
財
政
改
革
専
門

員
＝
大
下
雅
章　

●
財
政
・
行
政
改
革
推
進
Ｇ

Ｌ
＝
石
田
一
郎　

●
管
財
Ｇ
Ｌ
＝
日
比
野
伸

彦【食
の
ま
ち
づ
く
り
課
】

●
課
長
＝
澤
谷
欣
弘　

●
食
の
ま
ち
づ
く
り

Ｇ
Ｌ
＝
大
山
孝
幸　

●
食
育
推
進
Ｇ
Ｌ
＝
中

田
典
子

【
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
課
】

●
課
長
＝
四
方
宏
和　

●
総
務
企
画
Ｇ
Ｌ
＝

福
田
雅
一　

●
競
技
運
営
Ｇ
Ｌ
＝
出
口
伊
男

●
宿
泊
・
輸
送
Ｇ
Ｌ
＝
吉
田
美
代
子

【
民
生
部
】

●
部
長
＝
岡
正
人

【
子
ど
も
未
来
課
】

●
次
長
＝
佐
々
木
宏
明　

●
児
童
保
育
Ｇ
Ｌ

＝
中
本
玲
子　

●
少
子
化
対
策
・
母
子
福
祉
Ｇ

Ｌ
＝
水
野
伸
治　

●
保
健
・
食
の
安
全
Ｇ
Ｌ
＝

大
西
博
美　

●
浜
っ
子
こ
ど
も
園
長
＝
西
川

圭
子　

●
内
外
海
保
育
園
長
＝
大
橋
敏
美　

●
国
富
保
育
園
長
＝
畠
中
洋
子　

●
宮
川
保

育
園
長
＝
小
林
美
希　

●
松
永
保
育
園
長
＝

池
田
裕
子　

●
遠
敷
保
育
園
長
＝
車
田
民
江

●
口
名
田
保
育
園
長
＝
河
野
美
智
江　

●
中

名
田
保
育
園
長
＝
山
田
陽
子　

●
加
斗
保
育

園
長
＝
清
水
美
和

【
高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
】

●
課
長
＝
清
水
淳
彦　

●
介
護
保
険
Ｇ
Ｌ
＝

的
場
英
美　

●
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
Ｇ
Ｌ
＝

芝
和
繁　

●
障
が
い
者
支
援
Ｇ
Ｌ
＝
松
宮
眞

由
美 

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長
（
課

長
補
佐
）＝
緩
詰
真
由
美

【
環
境
衛
生
課
】

●
課
長
＝
山
口
久
範　

●
衛
生
・
広
域
化
推
進

Ｇ
Ｌ
＝
竹
浦
大
輔　

●
環
境
・
水
保
全
Ｇ
Ｌ
＝

出
口
雅
浩　

●
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長
（
課

長
補
佐
）
＝
上
窪
弘
之

【
市
民
福
祉
課
】

●
課
長
＝
山
本
佳
代
子　

●
市
民
窓
口
Ｇ
Ｌ

＝
松
﨑
英
子　

●
保
険
・
年
金
Ｇ
Ｌ
＝
藤
本
倫

子　

●
生
活
支
援
Ｇ
Ｌ
＝
芝
田
栄
子

【
産
業
部
】

●
部
長
＝
天
谷
祥
直

【
商
工
観
光
課
】

●
課
長
＝
田
中
正
俊　

●
商
工
振
興
Ｇ
Ｌ
、
企

業
誘
致
・
雇
用
推
進
Ｇ
Ｌ
＝
山
本
広
和　

●
観

光
振
興
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｇ
Ｌ
＝
森
下
雅
至　

●
国
際
・
都
市
間
交
流
Ｇ
Ｌ
＝
河
島
ミ
キ
子　

【
農
林
水
産
課
】

●
農
業
振
興
・
六
次
産
業
化
Ｇ
Ｌ
＝
小
笠
原
章

夫　

●
農
地
集
積
・
担
い
手
育
成
Ｇ
Ｌ
＝
領
家

光
章　

●
林
業
振
興
・
鳥
獣
害
対
策
Ｇ
Ｌ
＝
和

久
田
恒
義　

●
水
産
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
畑
中
直
樹

●
計
画
・
整
備
Ｇ
Ｌ
＝
的
場
貴
志

【
都
市
整
備
課
】

●
次
長
＝
岩
本
喜
洋　

●
技
幹
（
計
画
・
幹
線

道
路
Ｇ
Ｌ
兼
務
）
＝
松
﨑
行
生　

●
道
路
河
川

管
理
Ｇ
Ｌ
＝
北
村
宗
之　

●
整
備
Ｇ
Ｌ
＝
田

井
隆
行　

●
建
築
景
観
Ｇ
Ｌ
＝
中
山
治
和　

●
空
き
家
対
策
Ｇ
Ｌ
＝
木
村
穣　

●
住
宅
管

理
Ｇ
Ｌ
＝
山
口
幹
子

【
上
下
水
道
課
】

●
課
長
＝
青
木
英
希　

●
上
水
普
及
経
営
Ｇ
Ｌ

＝
田
中
博
恵　

●
下
水
普
及
経
営
Ｇ
Ｌ
＝
小
畑

成
人　

●
上
水
建
設
管
理
Ｇ
Ｌ
＝
上
野
正
博　

●
下
水
建
設
管
理
Ｇ
Ｌ
＝
秦
裕
二　

●
小
浜
浄

化
セ
ン
タ
ー
次
長
（
課
長
補
佐
）
＝
大
西
博
司

【
会
計
課
】

●
会
計
管
理
者
（
部
長
）
＝
地
村
知
代　

●
課
長
補
佐
＝
竹
原
恵
子

【
議
会
事
務
局
】

●
局
長
（
部
長
）
＝
齊
藤
睦
美　

●
次
長
（
課

長
補
佐
）
＝
領
家
直
美

【
監
査
委
員
事
務
局
】

●
局
長
（
部
長
）
＝
松
川
雅
弘　

●
次
長
（
課

長
補
佐
）
＝
石
田
悟
司

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

●
部
長
＝
西
田
雅
志

【
教
育
総
務
課
】

●
課
長
＝
谷
義
幸　

●
教
育
総
務
Ｇ
Ｌ
＝
坂

上
和
由　

●
学
校
教
育
Ｇ
Ｌ
＝
前
田
良
則　

●
小
学
校
統
合
整
備
Ｇ
Ｌ
＝
松
岡
靖
洋

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
】

●
次
長
＝
前
野
浩
良　

●
生
涯
学
習
Ｇ
Ｌ
＝

齋
藤
寛
之　

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
髙
鳥

耕
一　

●
図
書
館
長
補
佐
（
課
長
補
佐
）
＝
小

笠
原
房
子　

●
若
狭
総
合
公
園
温
水
プ
ー
ル

次
長
（
課
長
補
佐
）
＝
岸
本
洋
一

【
文
化
課
】

●
課
長
＝
百
田
典
子　

●
文
化
遺
産
活
用
Ｇ
Ｌ

＝
野
瀬
昌
寿　

●
日
本
遺
産
活
用
Ｇ
Ｌ
＝
下
仲

隆
浩　

●
文
化
文
芸
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
渡
邉
英
明

【
人
事
異
動
の
方
針
】

　

大
き
な
組
織
体
制
の
改
編
は
行
わ
ず
、

組
織
の
連
携
強
化
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
等
を
図
る
た
め
、
一
部
の
グ
ル
ー
プ

の
新
設
・
統
合
・
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

（
詳
し
く
は
、
下
記
参
照
）。

　

今
回
の
異
動
は
、
職
員
の
や
る
気
を
重

視
し
、
で
き
る
限
り
希
望
を
叶
え
る
こ
と

を
考
慮
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
層

前
向
き
な
姿
勢
が
発
揮
さ
れ
、『
小
浜
を

研
く
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
基
、
各
施
策
の

積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
女
性
職
員
の
登
用

本
市
で
女
性
職
員
初
と
な
る
部
長
級
に
１

人
、
新
た
に
主
幹
級
に
２
人
、
課
長
補
佐

に
２
人
を
登
用
し
ま
し
た
。

全
体
の
課
長
補
佐
職
以
上
の
女
性
職
員
は

３
２
人
（
１
１
１
人
中
）
と
な
り
ま
し
た
。

■
国
、
県
な
ど
と
の
人
事
交
流

福
井
県
に
２
人
、嶺
南
広
域
行
政
組
合
に

１
人
、岩
手
県
釜
石
市
へ
の
人
的
支
援
の

た
め
に
１
人
、職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

【
政
策
幹
】

●
御
子
柴
北
斗
（
農
林
水
産
課
長
事
務
取
扱
）

【
総
務
部
】

●
部
長
＝
伊
須
田
尚

【
秘
書
課
】

●
特
命
幹
＝
安
田
一
雄　

●
課
長
補
佐
＝
河

野
泰
和

【
総
務
課
】

●
次
長
＝
檀
野
清
隆　

●
行
政
Ｇ
Ｌ
、
法
務
Ｇ

Ｌ
、
拉
致
被
害
者
・
家
族
支
援
Ｇ
Ｌ
＝
内
田
靖

彦　

●
人
事
・
教
育
Ｇ
Ｌ
＝
畑
田
康
広　

●
契

約
検
査
Ｇ
Ｌ
＝
河
原
弘
和

【
税
務
課
】

●
次
長
＝
岩
滝
満
彦　

●
徴
税
Ｇ
Ｌ
＝
橋
本

敏
博　

●
庶
務
Ｇ
Ｌ
＝
大
山
祐
子　

●
課
税

Ｇ
Ｌ
＝
今
村
昭
広

【
生
活
安
全
課
】

●
課
長
＝
吉
岡
和
広　

●
防
災
Ｇ
Ｌ
＝
兼
田

清
史　

●
交
通
・
防
犯
Ｇ
Ｌ
＝
山
田
和
義　
　

●
消
費
生
活
相
談
室
次
長
（
課
長
補
佐
）
＝
重

田
典
子

【
企
画
部
】

●
部
長
＝
前
川
昭
彦

【
人
口
増
未
来
創
造
課
】

●
次
長
＝
東
野
克
拓　

●
北
陸
新
幹
線
・
総
合

交
通
推
進
室
長
＝
角
野
覚　

●
次
長
（
課
長
補

※
部
長
級
か
ら
課
長
補
佐
ま
で
。
太
字
は
新
任
・

　

異
動
。
特
命
幹
、
政
策
幹
は
部
長
級
。
次
長
は

　

課
長
事
務
取
扱
。
技
幹
は
次
長
級
。
室
長
は
課

　

長
級
。
Ｇ
Ｌ
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　
組
　
織

小浜市機構図（平成29年4月1日現在） 【主な変更点など】

秘書課

総務課

税務課

生活安全課

会計課

総務部

議会事務局

監査委員事務局

民生部

子ども未来課

高齢・障がい
者元気支援課

環境衛生課

市民福祉課

企画部

人口増未来創造課

市民協働課

財政課

食のまちづくり課

国 体・ 障 害 者 ス
ポーツ大会推進課

教育委員会事務局

教育総務課

生涯学習スポーツ課

文化課

平
成
29
年
度  

市
の
組
織
図

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎
64
・
６
０
０
２

民生部
 【子ども未来課】
本年度開設予定の「子育て世代包括支援センター」に対応するため、
市民福祉課から「保健・食の安全グループ」を移管しました。

 【高齢・障がい者元気支援課】
発達障がい者への支援の充実や自殺対策計画の策定のため、初めて

「臨床心理士」を採用、配置しました。

企画部
 【人口増未来創造課】
北陸新幹線小浜・京都ルート全線整備の早期実現に向けた活動、敦
賀までの延伸を見据えた新たなまちづくりを進めていくため、「北
陸新幹線・総合交通推進室」を設置しました。

 【国体・障害者スポーツ大会推進課】
平成 30 年開催の「福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元気大会」
の準備のため、「宿泊・輸送グループ」を設置しました。

教育委員会事務局
 【文化課】
さまざまな歴史文化や文化芸術と一体的に、より一層積極的に情報
発信をしていくため、商工観光課から「日本遺産活用グループ」を
移管しました。
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【小浜市民生委員協議会連合会】

▶人数　民生・児童委員 91人、主任児童委員 9人

　●小浜 14人　　　　　●宮川・松永・遠敷 19人
　●雲浜・西津 22人　　●今富・加斗 18人
　●内外海・国富 13人　●口名田・中名田 14人

P18 でも連合会会長のイン
タビューを掲載しています

どんな活動をしているの？
民生委員・児童委員は、定め
られた担当区域において高齢
者などの見守りや安否確認、
子どもたちへの登下校時の声
かけなどを行っています。

児童委員も兼ねています
民生委員は、児童福祉法に定
められた児童委員を兼ねてい
ます。子どもや子育てに関す
る支援を専門に担当する主任
児童委員もいます。

専門機関へのつなぎ役です
地域住民の立場に立って、生
活上の心配や悩みなど、さま
ざまな相談に応じて、必要な
支援が受けられるよう専門機
関へのつなぎ役になります。

　市では、市内で新たに創業する人に対して、必
要な経費の一部を補助します。

▶対象者
①事業を営んでおらず平成 29年度中に創業する人
②市内企業で 28 年 10 月から 29 年度中に、先代
　から事業継承を行い、かつ 29年度中に新分野に
　進出する人
③事業を営んでいて 29年度中に新たに法人を設立
　する人
④市外で事業を営んでいて市内に移転する人

▶対象経費
　建物取得費、店舗改装料、店舗賃借料、販路開拓
　費、広告宣伝費

■問い合わせ　商工観光課☎ 53・9705

創業者向けの補助金を募集

起業したい人を応援します！

　5月 12日は「民生委員・児童委員の日」です。
民生委員制度が創設されて今年で 100 周年を迎
えました。小浜市では民生委員協議会連合会所属
の 100 人がそれぞれの地域で活動しています（県
内では 1,852 人、全国では約 23万人が活動）。

上／地域でふれあいサロンを開催。下／子どもたちとプランターづくり

■各種お知らせ

■問い合わせ　市民福祉課☎ 64・6011

民生委員制度は創設 100周年

これからも地域とともに

▶補助限度額

右記以外 40歳未満
または女性

U・I
ターン者

空き店舗を活
用し、3人以
上の新規雇用

中心市街地 20万円 30万円 30万円 40万円

その他の地域 10万円 20万円 20万円 30万円

※いずれも補助率は 2分の 1

▶受付開始　5 月 1日㊊
※審査を経て採択を決定。申請書など詳しくは市
　公式ホームページもしくは商工観光課まで

JR 小浜線、あいあいバスがお得に

利用助成制度を活用ください

　市では、JR 小浜線およびあいあいバスを利用する人
に、利用助成を実施しています。ぜひ活用いただいて公
共交通機関を利用しましょう。

※助成を受けるためには、市税を滞納していないなど一
　定の条件があります。詳しくは人口増未来創造課まで
　問い合わせてください

助成内容 対象者 助成額 限度額

JR 小浜線通学定期
（3カ月、6カ月）

市内に居住する高
校生などを養育す
る保護者

購入額の
15% なし

JR小浜線回数乗車券 市内に居住する人 購入額の
10%

1,000 円

／組

JR小浜線団体利用者
市内に居住または
通勤・通学・通院
する人

団体割り
引き後の
20%

片道
400 円
／人

JR小浜線無料駐車場
の提供（小浜駅）

定期乗車券または
往復乗車券の購入
者（住所要件なし）

駅前市営
駐車場料
金の100%

往復乗車
券購入者
は16h/台

あいあいバス通学定期
（1カ月、3カ月、6カ月）

市内に居住する高
校生などを養育す
る保護者

購入額の
50% なし

■問い合わせ　人口増未来創造課☎ 64・6008

迷惑電話防止装置の

無料モニターを募集します

　市では、悪質な電話勧誘や振り込め詐欺などを防止す
るための装置を無料で貸し出します。
▶対象　次の条件をすべて満たす人
　　　　①市に住民登録のあるおおむね 65歳以上の人
　　　　②電話会社が提供する発信番号表示サービスを
　　　　　利用またはモニター開始までに加入できる人
　　　　③アンケート調査に回答できる人
▶装置　現在使用中の固定電話に取り付けて利用するタイプ
▶募集人数　20人（1世帯 1人まで。申込多数の場合は選考）
▶募集期間　5月 1日㊊〜31日㊌
▶モニター期間　7月 1日〜平成 30年 3月 31日

　市では、高齢者の生きがい活動や介
護予防を促進するため、集会所のトイ
レを洋式化する区へ工事費の一部を補
助します（事前申請のみ）。
▶補助率　補助対象工事の 20%
▶限度額　10万円
▶申請期限　9月 29日㊎
▶申し込み　申請書（高齢・障がい者元
　　　　　　気支援課に設置。市公式
　　　　　　ホームページでもダウン
　　　　　　ロード可）を同課まで提出

■問い合わせ　消費生活相談室☎ 64・6007■問い合わせ　高齢・障がい者元気支援課☎ 64・6014

愛されるバスを目指して

あいあいバスが新車両に

　市内を運行しているあいあいバスの
2号車（小屋・谷田部線）が 4月から
新車両になりました。

▶特徴　①市公認キャラクター「さばト
　　　　　ラななちゃん」をペイント
　　　　②低床ノンステップバスで、
　　　　　乗降時に床が下がるなど利
　　　　　用者に優しい

※市では、他の車両も今後計画的に更
　新する予定です。新しくなったあい
　あいバスをぜひ利用してください

■問い合わせ　人口増未来創造課☎ 64・6008

施設をより便利に

集会所トイレ洋式化に補助

■生活するうえで困ったことがあるときは、担当区域の民生委員・児童委
　員に気軽に相談してください。守秘義務により、秘密は固く守ります。 
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西津やうちのまちづくり委員会が毎週水曜に西津
公民館でシルバーカフェを開設（北塩屋・4月5日）

小浜仏教会による花祭り・寺巡りスタンプラリー
に親子連れら約 40人が参加（浄安寺・4月 8日）

市と若狭地区不動産業協会が公有地売却の紹介に
関する協定を締結。連携を強化（市庁舎・4月 6日）

田
た な か

中沙
さ き

季さん（23 歳・左）と片
か た の

野莉
り こ

香さん（19 歳・
右）がキララメイツに就任（市庁舎・４月６日）

早稲田大学の演劇ユニット「くらやみダンス」が
演劇上演。躍動感ある舞台を披露（白鬚・4月1日） 地域おこし協力隊を委嘱。新たに、農業分野で活躍

する２人の隊員が加わった（市庁舎・4月 11 日）

第 37 回 OBAMA若狭マラソン大会。県内外の出
場者2,300人が汗を流した（千種一丁目・4月16日）

W
ワ ッ ク

ACおばまの提案を受けて加斗小学校6年生 11
人が看板を卒業制作。海岸に設置（下加斗・3月23日）

カフェで人の交流生まれる

釈迦象に甘茶をかけて誕生を祝う

公有地売却に専門家のノウハウを

満開の春に見守られながら

小浜の魅力 笑顔で発信

学生演劇の最先端を旭座で
４人体制での新たなスタート

若狭高校の書道部と美術部が制作

春の小浜を感じて駆ける

ゴミを捨てないで  看板で啓発

Photo フォトニュースNews

食文化館マリンデッキで足湯開き。浜っ子こど
も園の園児45人が参加（川崎三丁目・4月13日）

心も体もあったかい

福井しあわせ元気国体応援旗をはぴねすダンスPR
ボランティア隊に引き渡し（市民体育館・4月11日）

市と高浜町、おおい町、若狭町が若狭広域行政事
務組合の設立に向けた調印（市庁舎・3月 27日）

4 市町が地域の発展にタッグ

国富保育園で「お花見給食」。園児 22人が園庭
の桜の木の下で昼食を楽しむ（栗田・4月 13日）
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小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP http://www1.city.obama.fukui.jp/ 

▼
と
き　

５
月
13
日
㊏
、
16
日
㊋
、

　

18
日
㊍　

い
ず
れ
も
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館（
川
崎
三
丁
目
）

▼
内
容　

米
粉
の
ケ
ー
ク
サ
レ
（
塩

　

ケ
ー
キ
）、
米
粉
天
ぷ
ら
、
米
粉
の

　

ご
ま
豆
腐
ほ
か

▼
定
員　

各
先
着
30
人

▼
参
加
費　

８
０
０
円

▼
申
込
期
限　

実
施
日
の
３
日
前

　

野
鳥
の
会
福
井
嶺
南
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
探
鳥
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
３
日
㊏
９
時
〜
11
時

　

30
分
（
荒
天
延
期
。
８
時
45
分
〜

　

初
心
者
向
け
双
眼
鏡
使
い
方
講
座
）

▼
集
合
場
所　

若
狭
高
校
海
洋
キ
ャ

　

ン
パ
ス
（
堀
屋
敷
）

▼
内
容　

県
絶
滅
危
惧
種
の
コ
シ
ア

　

カ
ツ
バ
メ
な
ど
を
観
察

▼
定
員　

先
着
30
人（
要
事
前
申
込
。

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円

　

小
浜
山
の
会
で
は
、
登
山
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
21
日
㊐　

▼
と
こ
ろ　

伊
吹
山
（
滋
賀
県
長
浜

　

市
・
１
３
７
７
㍍
・
日
本
百
名
山
）

▼
集
合　

６
時
に
合
同
庁
舎
駐
車
場

　
（
遠
敷
）※
集
合
後
、バ
ス
で
移
動
。

　

下
山
は
バ
ス
を
利
用

▼
対
象　

小
学
校
高
学
年
以
上

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
参
加
費　
５
千
円（
小
学
生
３
千
円
）

▼
申
し
込
み　

５
月
12
日
㊎
ま
で
に

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
交
流
セ

　

ン
タ
ー
☎
52
・
７
８
３
７
ま
で

　

お
金
に
関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
、

資
産
運
用
、
老
後
資
金
や
年
金
の
こ

と
な
ど
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
20
日
㊏

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家（
大
手
町
）

▼
講
師　

新に
っ
た田
浩ひ

ろ
し

さ
ん
（
フ
ァ
イ
ナ

　

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

▼
参
加
費　

無
料

※
申
し
込
み
は
働
く
婦
人
の
家
ま
で

　

店
の
特
色
を
生
か
し
た
教
室
を
開

き
、フ
ァ
ン
づ
く
り
に
つ
な
げ
る「
ま

ち
ゼ
ミ
」の
参
加
店
を
募
集
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

７
月
８
日
㊏
〜
８
月

　

13
日
㊐

▼
と
き　

５
月
28
日
㊐
15
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館（
大
手
町
）

▼
内
容　

３
月
で
任
期
を
終
え
た
協

　

力
隊
２
人
（
相あ

い
ざ
わ澤
弘ひ

ろ
み美
、
川か

わ
ま
た股
寛ひ

ろ

　

享た
か

）
に
よ
る
活
動
報
告
会

▼
対
象　

市
内
で
営
業
を
行
う
店
舗

▼
参
加
費　
５
千
円

▼
申
し
込
み　

５
月
12
日
㊎
ま
で
に

　

小
浜
商
工
会
議
所
☎
52
・
１
０
４

　

０
ま
で

▼
と
き　

７
月
１
日
〜
平
成
30
年
６

　

月
30
日
ま
で
の
１
年
間

▼
内
容　

河
川
の
状
況
報
告
（
月
１

　

回
）
な
ど

▼
資
格　

20
歳
以
上
で
北
川
・
遠
敷

　

川
か
ら
お
お
む
ね
５
㌔
以
内
に
住

　

ん
で
い
る
人
。
ま
た
は
通
勤
、
通

　

学
な
ど
で
そ
れ
に
準
ず
る
環
境
に

　

あ
る
人

▼
報
酬　

月
額
４
５
８
０
円
予
定

▼
申
込
期
限　

６
月
２
日
㊎

今月のイベント

しりつとしょかん おはなしかい
とき　5 月 13 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
　　　③ 14 時 30 分〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　②③ 3 歳以上向け

おばま児童文学会「風夢」のおはなし会
とき　5 月 27 日㊏ 11 時〜

えいごのほんと おりがみを たのしもう！
とき　5 月 6 日㊏ 11 時〜

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

■
市
立
図
書
館

くらしの情 報

Obama City Information 市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

イ
ベ
ン
ト

募
集

季
節
の
調
理
体
験（
５
月
編
）

ツ
バ
メ
三
兄
弟
を
観
察
し
よ
う

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
☎
53
・
１
０
０
０

福
井
県
海
浜
自
然
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
０
・
46
・
１
１
０
１

春
の
一
緒
に
登
り
ま
せ
ん
か

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

女
性
の
た
め
の
マ
ネ
ー
講
座

働
く
婦
人
の
家
☎
52
・
７
０
０
２

ま
ち
ゼ
ミ
参
加
店

地
域
お
こ
し
協
力
隊
報
告
会

商
工
観
光
課

人
口
増
未
来
創
造
課
☎
64
・
６
０
０
８

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

福
井
河
川
国
道
事
務
所
☎
０
７
７
６
・
35
・
２
６
６
１

⓭ 広報おばま　平成 29. 5

■ 1 周年記念イベント（※は屋外ステージ）
　岩

い わ さ

佐美
み さ き

咲歌謡ショー※
　▶とき　5 月 3 日㊌㊗
　　　　　① 12 時〜② 15 時〜
　原駅ステージＡトーク＆ライブ※
　▶とき　5 月 3 日㊌㊗
　　　　　① 13 時〜② 15 時 30 分〜
　大道芸＆マジックショー
　▶とき　5 月 4 日㊍㊗
　　　　　① 13 時〜② 15 時〜
　林久美子歌謡ショー※
　▶とき　5 月 4 日㊍㊗
　　　　　① 14 時〜② 16 時〜
　それいけ！アンパンマンショー
　▶とき　5 月 5 日㊎㊗
　　　　　① 11 時 30 分〜② 15 時 30 分〜
　福井県警察音楽隊交通安全コンサート※
　▶とき　5 月 5 日㊎㊗
　　　　　13 時〜14 時 30 分
　縁日広場（5 月 3 日〜 5 日）
　3 日の AKB48 ライブは完売しました
　問まちの駅☎ 52・2000

■鯖フェス（鯖街道ウルトラマラソン前夜祭）
　▶とき　5 月 20 日㊏ 19 時〜
　▶内容　トークショー「鯖街道トレイル
　　　　　の魅力」（講師：中

なかつじ

辻悠
ゆ う き

貴さん）
　　　　　鯖グルメ飲食ブース（16 時〜19 時）
　▶料金　無料※飲食は有料
　問商工観光課☎ 64・6021

■旨いもんすごろく in 小浜
　▶とき　5 月 21 日㊐ 9 時 30 分〜受付
　▶定員　先着 300 人（4 歳以上）
　▶料金　中学生以上 300 円、小学生以下 100 円
　問小浜商工会議所☎ 52・1040

■大道芸＆マジック エンターテイメントショー
　▶とき　5 月 27 日㊏ 15 時〜
　▶料金　1,000 円（高校生以下 500 円）
　問まちの駅☎ 52・2000

まちの駅「旭座」イベント情報 ▼
と
き　

５
月
11
日
㊍

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小

　

浜
病
院
１
階
ホ
ー
ル
（
大
手
町
）

▼
内
容　

栄
養
相
談
や
認
知
症
相
談
、

　

身
体
機
能
測
定
、血
管
年
齢
測
定
、

　

展
示
コ
ー
ナ
ー

▼
料
金　

無
料
※
事
前
予
約
不
要

▼
問
い
合
わ
せ　

同
病
院
看
護
部

　

太
平
洋
戦
争
の
中
、
日
本
最
大

の
軍
港
広
島
県
呉
市
に
嫁
い
だ
主
人

公
・
す
ず
の
日
常
を
描
い
た
、１
０
０

年
先
に
伝
え
た
い
珠
玉
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
24
日
㊏

　
　
　
　

①
10
時
〜
②
14
時
〜

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
料
金　
一
般
千
円
、中
高
生
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ　

小
浜
男
女
共
同
参

　

画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
59
・
０
１
５
４

看
護
の
日
記
念
行
事

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
☎
52
・
０
９
９
０

映
画「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」

市
民
協
働
課

※ 5月予定の主なものをお知らせします

　

市
で
は
、
政
令
に
基
づ
い
て
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
自
転
車
使
用

料
の
徴
収
事
務
を
杉す

ぎ
も
と本
幸ゆ

き
た
か隆
さ
ん
と

小お
が
わ川
秀ひ

で
お雄
さ
ん
に
委
託
し
ま
し
た
。

▼
委
託
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日

　

〜
32
年
３
月
31
日

サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
自
転

車
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
委
託

商
工
観
光
課
☎
64
・
６
０
２
１

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

地
域
防
災
計
画
、国
民
保
護
計
画

の
改
定（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
６

　

小
浜
市
地
域
防
災
計
画
お
よ
び
小

浜
市
国
民
保
護
計
画
の
改
定
に
あ
た

り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
期
間　

５
月
２
日
㊋
ま
で

▼
閲
覧
方
法　

各
公
民
館
、
生
活
安

　

全
課
、
市
民
協
働
課
、
市
庁
舎
東

　

側
当
直
室
前（
土
日
祝
日
の
み
）、

　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

①
多
世
帯
同
居
支
援
型

▼
対
象　

多
世
帯
同
居
を
行
う
住
宅

　

の
所
有
者

▼
補
助
額　

対
象
費
用
の
２
分
の
１

　
（
上
限
80
万
円
）

②
多
世
帯
近
居
支
援
型

▼
対
象　

新
た
に
直
系
親
族
と
近
居

　

す
る
人

▼
補
助
額　

対
象
費
用
の
２
分
の
１

　
（
上
限
50
万
円
）

③
子
育
て
世
帯
・
移
住
者
支
援
型

▼
対
象　

空
き
家
の
購
入
も
し
く
は

　

改
修
を
行
う
子
育
て
世
帯
ま
た
は

　

移
住
者

▼
補
助
額　

対
象
費
用
の
３
分
の
１　

　
（
上
限
50
万
円
）

▼
申
し
込
み　

５
月
１
日
㊊
か
ら
の

　

先
着
順（
予
算
の
範
囲
内
で
受
付
）

※
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
都
市
整
備

　

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

小
浜
市
住
ま
い
支
援
事
業

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
２
６

　

市
内
全
域
で
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

ふ
く
い
大
作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
不
法
投
棄
の
ご
み
、
草
刈
り

で
刈
っ
た
草
木
、
側
溝
汚
泥
（
ヘ
ド

ロ
の
み
）
な
ど
を
受
け
入
れ
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
４
日
㊐

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

燃
や
す
ご
み
・
ク
リ
ー

　

ン
セ
ン
タ
ー
（
谷
田
部
）、
不
燃

　

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
深

　

谷
）

※
雨
天
の
場
合
も
受
け
入
れ
は
実
施

※
家
庭
や
事
業
所
か
ら
の
ご
み
は
受

　

け
入
れ
で
き
ま
せ
ん

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ふ
く
い
大
作
戦

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

と
耐
震
改
修
工
事
を
支
援

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
２
６

①
耐
震
診
断
・
補
強
プ
ラ
ン

　

個
人
負
担　

１
万
円

②
耐
震
改
修
助
成

　

補
助
限
度
額　

80
万
円

▼
対
象　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建

　

て
ら
れ
た
地
上
３
階
以
下
の
木
造

　

住
宅

▼
申
し
込
み　

５
月
１
日
㊊
か
ら
の

　

先
着
順（
予
算
の
範
囲
内
で
受
付
）

　

し
尿
を
処
理
し
た
後
に
で
き
る

「
乾
燥
肥
料
」を
無
料
配
布
し
ま
す
。

１
人
30
袋
ま
で
で
、
な
く
な
り
し

だ
い
終
了
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
14
日
㊐

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

衛
生
管
理
所
（
荒
木
）

※
開
封
後
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
散

　

布
し
、
必
ず
覆ふ

く
ど土
し
て
く
だ
さ
い

乾
燥
肥
料
の
無
料
配
布

衛
生
管
理
所
☎
52
・
１
５
２
２
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健
康
・
福
祉

　

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し

て
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
助
成
で
、
清
滝
区
と
塩

竃
区
が
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
事
業
主
体　

清
滝
区

▼
内
容　

放ほ
う
ぜ
ま
つ
り

生
祭
で
使
用
す
る
「
大

　

津
町
山
車
」
の
車
軸
交
換
、
各
所

　

の
塗
り
、
金
具
の
修
復
・
洗
浄

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
で
整
備

生
活
習
慣
病
検
診

市
民
協
働
課
☎
64
・
６
０
０
９

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
事
業
主
体　

塩
竃
区

▼
内
容　

放ほ
う
ぜ
ま
つ
り

生
祭
で
使
用
す
る
「
高

　

砂
山
山
車
」
の
横
幕
・
横
幕
用
ミ

　

ス
・
高
欄
の
修
復

毎年申請が必要です

軽自動車税減免申請

▶対象　①障がい者（身体、知的、精神）

　　　　　が使う軽自動車

　　　　②障がい者と生計を共にする

　　　　　家族が、障がい者のために

　　　　　使う軽自動車（要通院証明

　　　　　書）

▶持ち物　①身体障害者手帳、療育手

　　　　　　帳、精神障害者保健福祉

　　　　　　手帳のいずれか

　　　　　②運転免許証

　　　　　③車検証

　　　　　④印鑑

　　　　　⑤通院証明書（家族が運転

　　　　　　する場合）

▶申請期限　5 月 31 日㊌
※障がいの等級や車の名義によっては

　減免を受けられないことがあります

※自動車税（普通自動車）の減免や福祉
　タクシーと重ねては受けられません

■問い合わせ　税務課☎内線 135

環境にやさしい自動車を推進

軽自動車税のグリーン化特例

　平成 28 年度中に新規登録した三輪以上の車両で、排
出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の小さいも
のに対して、平成 29 年度の軽自動車税が軽減されます。

①電気自動車・天然ガス自動車（平成21年排出ガス基準10%低減）
②乗用：平成 32 年度燃費基準＋ 20% 達成車
　貨物：平成 27 年度燃費基準＋ 35% 達成車
③乗用：平成 32 年度燃費基準達成車
　貨物：平成 27 年度燃費基準＋ 15% 達成車
※②③はガソリン車・ハイブリッド車であり平成 17 年排出
　ガス基準 75% 低減達成車（★★★★）に限ります
※各燃費基準の達成状況は自動車検査証の備考欄に記載

車種区分
税率（年額）

右記以外
の車両

75% 軽減
①

50% 軽減
②

25% 軽減
③

三輪 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪乗用
自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円

営業用 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円

四輪貨物
自家用 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円

営業用 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円

■問い合わせ　税務課☎内線 135

▼
と
き　

５
月
23
日
㊋
、
31
日
㊌
、

　

６
月
６
日
㊋
、
９
日
㊎

　

※
５
月
は
40
〜
74
歳
ま
で
の
国
民

　
　

健
康
保
険
加
入
者
が
対
象

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南

　

川
町
）
※
６
月
６
日
は
Ｊ
Ａ
活
性

　

化
セ
ン
タ
ー
（
遠
敷
）、
９
日
は

　

中
名
田
公
民
館
（
下
田
）

▼
内
容　

特
定
（
基
本
）
健
診
、
が

　

ん
検
診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮

　

頸
・
乳
・
前
立
腺
）、
Ｃ
・
Ｂ
型

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
骨
検
診

　

※
５
月
31
日
と
６
月
９
日
は
子
宮

　
　

頸
・
乳
が
ん
検
診
な
し
。
６
月

　
　

９
日
は
骨
検
診
な
し

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
７
日
前
ま

　

で
（
定
員
有
）

※
特
定
健
診
は
加
入
の
健
康
保
険
者

　

が
発
行
し
た
受
診
券
が
必
要

▼
と
き　

５
月
15
日
㊊
〜
平
成
30
年

　

３
月
31
日
㊏

▼
対
象　

①
国
で
定
め
る
指
定
年
齢

　

の
人
、
②
年
齢
が
60
歳
以
上
65
歳

　

未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
も
し
く
は

　

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

　

不
全
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
重
い
病
気

　

の
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
の

　

内
部
障
害
１
級
程
度
）

　

※
①
は
５
月
中
旬
に
通
知
、
②
は

　
　

本
人
の
申
し
込
み
が
必
要

▼
負
担
金　

３
３
０
０
円
（
生
活
保

　

護
受
給
者
は
無
料
）

　

※
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
の
場

　
　

合
、
別
途
費
用
が
か
か
る
場
合

　
　

有

※
医
療
機
関
へ
の
事
前
予
約
が
必
要

　

で
す
。
過
去
に
接
種
し
た
人
は
対

　

象
外
で
す

▼
と
き　

５
月
１
日
㊊
か
ら

▼
内
容　

基
本
健
診
、
が
ん
検
診

　
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
）

▼
受
診
方
法　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

が
発
行
す
る
受
診
券
を
持
っ
て
、

　

指
定
の
医
療
機
関
で
受
診

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
の
個
別
検
診（
無
料
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

定
期
予
防
接
種

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

若
狭
地
区
歯
科
医
師
会
で
は
、
歯

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
３
日
㊏
13
時
30
分
〜

　

16
時
30
分
（
受
付
は
16
時
20
分
ま

　

で
）

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
南
川
町
）

▼
内
容　

歯
の
検
診
・
相
談
、
フ
ッ

　

素
塗
布
、
咬こ

う
ご
う
り
ょ
く

合
力
測
定
な
ど

※
申
し
込
み
不
要
。
参
加
費
無
料

　

市
で
は
、
家
族
介
護
者
交
流
事
業

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

在
宅
で
要
介
護
１
〜
５
の

　

高
齢
者
を
常
時
介
護
し
て
い
る
介

　

護
者
、
以
前
在
宅
で
要
介
護
１
〜

　

５
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
た
経

　

験
の
あ
る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

▼
申
し
込
み　

高
齢
・
障
が
い
者
元

　

気
支
援
課
ま
た
は
担
当
ケ
ア
マ
ネ

　

ジ
ャ
ー
に
申
込
書（
同
課
に
設
置
）

　

を
提
出

※
年
４
回
実
施
。
一
部
負
担
有
。
日

　

時
、
開
催
場
所
に
つ
い
て
は
申
込

　

者
に
通
知

歯
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

家
族
介
護
者
交
流
事
業

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
☎
64
・
６
０
１
４

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
の
低
い
人

に
対
し
て
、
制
度
的
な
対
応
（
軽
減

税
率
の
導
入
）
を
行
う
ま
で
の
間
、

暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象　

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま

　

る
人
①
平
成
28
年
１
月
１
日
（
基

　

準
日
）
に
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

　

登
録
さ
れ
て
い
る
、
②
28
年
度
住

　

民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

　

い
な
い

　

※
28
年
度
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

　
　

い
る
人
の
扶
養
者
と
な
っ
て
い

　
　

る
場
合
や
生
活
保
護
制
度
の
被

　
　

保
護
者
で
あ
る
場
合
な
ど
は
対

　
　

象
外

▼
支
給
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１

　

万
５
千
円　

▼
申
請
受
付
期
限　

10
月
25
日
㊌

※
対
象
と
な
る
人
に
は
給
付
金
の
案

　

内
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
支

　

給
に
は
申
請
か
ら
お
お
む
ね
１
カ

　

月
程
度
要
し
ま
す

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

市
民
福
祉
課
☎
64
・
６
０
１
１

　

県
屋
外
広
告
物
条
例
の
改
正
に
伴

い
、
新
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た

広
告
物
の
撤
去
・
改
修
工
事
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象　

一
般
・
案
内
広
告
物
の
撤

　

去
費
、
自
家
用
広
告
物
の
撤
去
ま

　

た
は
改
修
費

▼
補
助
受
付　

５
月
１
日
㊊
か
ら

※
種
類
に
よ
り
補
助
額
や
要
件
が
異

　

な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、都
市
整
備

　

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

屋
外
広
告
物
景
観
改
善
支
援
事
業

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
２
６

　平成 29 年３月 31 日付けで退任する行政相談
委員の高

た か は し

橋敏
と し え

惠さん（68 歳・谷田部）に対して、
4 月 11 日に総務大臣感謝状が贈呈されました。
　高橋さんは、平成 23 年４月１日から６年間に
渡り、委員として相談者への助言や関係機関に対
する改善の申し入れなどを行ってきました。

行
政
相
談
委
員
と
し
て
の
功
績
に
総
務
大
臣
感
謝
状
を
贈
呈

行
政
相
談
委
員
（
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
２
年
間
）
を
委
嘱

新規委嘱・1 期目
中
な か の

野 純
じ ゅ ん こ

子 さん
（60 歳・深野）

行政相談委員とは、総務大臣の委嘱により
行政活動全般に対する苦情や相談を受け付
け、改善に導く、民間の有識者です。

再委嘱・3 期目
山
や ま う ち

内 良
よ し ひ ろ

弘 さん
（65 歳・青井）
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ま
ち
ゼ
ミ
で
店
と
お
客
様
を
つ
な
ぐ

　

商
店
と
商
工
会
議
所
、
市
が
連
携
し
て

平
成
24
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
『
小

浜
ま
ち
ゼ
ミ
』。
毎
回
25
店
舗
程
が
参
加
し

て
、
特
色
を
生
か
し
た〝
ゼ
ミ
〟を
実
施
。
11

回
で
延
べ
３
千
人
が
受
講
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
に
参
加
店
な
ど
有
志
９
人
が
『
ま

ち
ゼ
ミ
繁
盛
会
』
を
設
立
。
会
長
の
岸
野
さ

ん
は
、「
会
議
所
や
行
政
に
頼
っ
た
ま
ま
で

は
な
く
、
事
業
者
自
ら
が
盛
り
上
げ
よ
う

と
会
を
結
成
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
ま
ち
ゼ
ミ
の
目
的
は
店
と
お
客
様
を
つ

な
ぐ
こ
と
。
繁
盛
会
で
は
、
宣
伝
方
法
や

ゼ
ミ
内
容
の
改
善
に
力
を
入
れ
た
い
で
す
」

　

第
12
回
ま
ち
ゼ
ミ
は
７
月
８
日
㊏
か
ら

８
月
13
日
㊐
に
か
け
て
開
催
予
定
。
目
標

は
参
加
40
店
舗
、受
講
者
５
０
０
人
。「
子
ど

も
向
け
ゼ
ミ
の
実
施
や
参
加
店
同
士
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
新
し
い
展
開
も

考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
意
欲
的
で
す
。

　
「
お
客
様
の
心
に
寄
り
添
い
、
悩
み
の
相

談
に
乗
れ
る
の
が
個
店
な
ら
で
は
の
サ
ー

ビ
ス
」
と
言
う
岸
野
さ
ん
。「
参
加
店
も
受

講
者
も
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
し
た
。

　

繁
盛
会
で
は
第
12
回
ま
ち
ゼ
ミ
の
参
加

店
を
募
集
中
。
詳
し
く
は
Ｐ
12
を
参
照
。

女子卓球部　キャプテン

文
芸
作
品  

新
し
い
視
点
を
く
れ
る

あ
き
ら
め
ず
に
、
楽
を
し
な
い

文芸部　部長まちゼミ繁盛会　会長

（小浜第二中学校 3年生）

（若狭高校 3年生）（55歳・駅前町）

　

小
浜
第
二
中
学
校
女
子
卓
球
部
の
部
員

17
人
を
笑
顔
で
引
っ
張
っ
て
い
る
の
が
、

キ
ャ
プ
テ
ン
の
古
谷
さ
ん
で
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
最
初
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
時
に
「
あ
き
ら
め
ず
に
、
楽

を
し
な
い
」
と
い
う
目
標
を
み
ん
な
で
決

め
、
自
分
が
先
頭
に
立
っ
て
声
を
出
す
こ

と
で
、
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

一
番
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
、
新
た
な

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
る
こ
と
だ
と

言
う
古
谷
さ
ん
。「
み
ん
な
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
決
め
て
い
き
た
い
」
と
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
の
責
任
を
語
り
ま
す
。

　

自
分
の
卓
球
ス
タ
イ
ル
は
「
守
り
」
を

得
意
と
し
て
い
る
と
言
う
古
谷
さ
ん
で
す

が
、
性
格
は
積
極
的
。
キ
ャ
プ
テ
ン
に
は

自
ら
立
候
補
し
、
生
徒
会
で
は
執
行
部
員

を
務
め
て
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

試
合
当
日
の
朝
は
両
親
か
ら
「
頑
張
っ

て
」
と
声
を
掛
け
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ス

イ
ッ
チ
が
入
る
と
話
し
ま
す
。

　

目
標
を
尋
ね
る
と
、
昨
年
の
新
人
戦
で

は
惜
し
く
も
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

「
地
区
大
会
で
優
勝
し
、
県
大
会
で
ベ
ス
ト

８
に
入
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と

意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

古
ふ る た に

谷 梨
り の

乃 さ
ん

　

若
狭
高
校
文
芸
部
で
は
、
部
員
５
人
が

小
説
や
随
筆
、
詩
な
ど
の
創
作
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
14
年
か
ら
発
刊

を
続
け
る
部
誌
『
若わ

か
な菜
』
は
、
全
国
高
校

文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
誌
部
門
で
こ
れ
ま

で
何
度
も
入
賞
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

部
長
の
田
中
く
ん
も
、
作
品
づ
く
り
に

魅
せ
ら
れ
た
一
人
で
す
。「
昔
か
ら
本
を
読

む
の
が
好
き
で
、
文
芸
部
へ
の
入
部
を
き
っ

か
け
に
小
説
を
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
は
Ｓ
Ｆ
作
品
。「
小
説

は
夢
を
与
え
て
く
れ
る
し
、
新
し
い
視
点

や
刺
激
も
く
れ
る
」
と
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　
「
読
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
も
楽

し
ん
で
書
け
る
部
に
し
た
い
」
と
言
う
田

中
く
ん
。「
人
と
競
う
の
で
は
な
く
、
お
互

い
に
高
め
合
う
こ
と
で
良
い
作
品
づ
く
り

に
つ
な
げ
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
『
若
菜
』
最
新
号
で
は
、
歌
人
・
山や

ま
か
わ川
登と

み美

子こ

の
短
歌
か
ら
作
品
を
創
作
す
る
文
学
手

法
『
歌う

た
も
の
が
た
り

物
語
』
に
み
ん
な
で
挑
戦
す
る
な

ど
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「〝
リ
レ
ー

小
説
〟
の
よ
う
に
、
部
員
同
士
で
協
力
し

合
っ
て
一
つ
の
作
品
を
完
成
さ
せ
た
い
で

す
ね
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
し
た
。岸

き し の

野 光
み つ や す

恭 さん 田
た な か

中 竣
し ゅ ん た

太 く
ん

燃えろ！青春！部活道

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

笑
顔
で
築
く
子
ど
も
と
の
信
頼
関
係

（22歳・青井）

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
保
育
園
で
子
ど
も
た
ち

に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
仕
事
に
励
ん
で
い
る
保

育
士
3
年
目
の
中
村
さ
ん
。

　

中
学
生
の
時
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

保
育
園
を
職
場
体
験
。
子
ど
も
の
元
気
を
身

近
に
感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
保
育
士

と
し
て
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
か
ら
頼
ら
れ
、
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
た
時
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

反
対
に
、
子
ど
も
の
こ
と
が
し
っ
か
り
理
解

で
き
て
い
な
い
と
、
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
、
反
省
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
」
と
や
り
が
い
と
苦
労
を
語
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
る
に
は
、
私
た
ち
に
ど
ん
な
お

手
伝
い
が
で
き
る
の
か
」
を
い
つ
も
考
え

な
が
ら
接
し
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　

中
村
さ
ん
が
心
に
決
め
て
い
る
こ
と
は
、

何
事
も
楽
し
む
こ
と
。「
保
育
士
が
笑
顔
で

い
な
い
と
、
み
ん
な
が
不
安
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
か
ら
、
自
分
が
率
先
し
て
楽
し

ん
で
い
る
ん
で
す
」
と
言
い
ま
す
。
仕
事

だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
「
人

生
は
一
度
き
り
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
精
一
杯
楽
し
む
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
表
情
を
緩
め
ま
し
た
。 中

な か む ら

村 優
ゆ う き

希 さ
ん

勤務先　チューリップ保育園
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　　康長寿のススメ

【アクセス】

忠野 8付近

JR東小浜駅から車で 8分程

舞鶴若狭自動車道小浜 ICから

車で 10分程

【文と写真】

地域おこし協力隊 ハシモト

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
忠野八幡神社

●次回のテーマ
　おばまの健康づくり 10 か条②
　「第 1 条：栄養・食生活」
■問い合わせ　健康管理センター
　☎ 52・2222

第 19回

　珍しいもの、綺麗なもの。心を動かされるシーン
に出会うと写真に残したくなります。小浜は自然が
豊かで、日常の中でシャッターを切る回数が多くな
りました。地域おこし協力隊として小浜に着任後、
最初に撮った写真がこの一枚です。
　集落の中にある小さな神社。足元はコケのじゅう
たんが伸び、木漏れ日がその緑を照らす。存在感の
ある木々たちが、風に揺られ音を奏でる。社は地元
の人に大切に手入れされているのがよくわかりま
す。自然と、その自然に感謝する人々の暮らしが調
和している美しい空間。都会では見ることがあまり
ないけれど、小浜ではたくさん見ることができます。
　そんな場所で暮らせることが、贅沢だなぁ。

ゆ
っ
く
り
花
と
向
き
合
う
時
間
を

小浜市華道連合会　会長

（69歳・広峰）

前
ま え だ

田 敦
あ つ こ

子 さ
ん

小浜市民生委員協議会連合会　会長

（65歳・泊）

品
し な が わ

川 憲
け ん じ

治 さ
ん

　

小
浜
市
華
道
連
合
会
は
昭
和
48
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
華
道
の
普
及
と
文
化
教

養
の
向
上
を
目
的
に
、
現
在
指
導
者
12
人

が
所
属
。
文
化
祭
や
市
庁
舎
で
の
華
道
展

を
は
じ
め
、
毎
月
の
伝
統
文
化
子
ど
も
教

室
で
小
学
生
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
「
多
く
の
人
が
花
に
触
れ
る
機
会
を
増
や

し
た
い
」と
話
す
会
長
の
前
田
さ
ん
。「
日
本

の
伝
統
文
化
な
の
で
特
に
若
い
世
代
に
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
」と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　
「
華
道
は
、
美
的
感
覚
を
磨
く
だ
け
で
な

く
、
あ
い
さ
つ
や
後
片
付
け
、
座
り
方
な

ど
の
礼
儀
作
法
も
身
に
付
き
ま
す
」

　

前
田
さ
ん
が
華
道
を
習
い
始
め
た
の
は

19
歳
の
時
。
50
年
目
の
節
目
を
迎
え
、
指

導
者
と
な
っ
た
今
で
も
、「
日
々
勉
強
」
と

言
い
ま
す
。「
生
徒
さ
ん
の
感
性
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
多
い
で
す
。
教
え
る
こ
と
は
自
分

が
勉
強
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
「
花
を
通
し
て
い
た
だ
い
た
〝
ご
縁
〟
を

大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
励
み
た
い
で
す
」

　

華
道
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、「
花
を
入
れ

て
い
る
と
無
心
に
な
れ
る
こ
と
」
と
語
り
、

「
忙
し
い
現
代
社
会
の
中
で
、座
っ
て
、ゆ
っ

く
り
花
と
向
き
合
う
時
間
も
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
し
た
。

健
康
増
進
計
画
「
健
や
か
お
ば
ま
21
」

　

市
民
の
生
活
習
慣
が
よ
り
健
康
的

に
な
る
よ
う
、
市
で
は
健
康
増
進
の

た
め
の
計
画
「
健
や
か
お
ば
ま
21
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
生

活
行
動
の
目
標
と
し
て
「
お
ば
ま
の

健
康
づ
く
り
10
か
条
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

健
康
施
策
の
基
本
方
針

　

健
康
を
脅
か
す
病
気
の
多
く
は
、

自
覚
症
状
の
な
い
生
活
習
慣
病
で

す
。
一
人
一
人
が
病
気
の
予
防
を
心

掛
け
、
健
康
的
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
以
下
の
事
項
を
市
の
健
康
施
策

の
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

①
健
康
的
な
生
活
の
推
進

②
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症

　

化
予
防

③
健
康
を
支
え
、
守
る
た
め
の
環
境

　

づ
く
り

健
康
状
態
と
受
診
率

　

医
療
・
健
康
診
査
の
結
果
な
ど
か

ら
、
市
民
の
健
康
状
態
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
小
浜
は
全
国
に
比
べ
、
お

お
む
ね
健
康
長
寿
な
ま
ち
で
し
た
。

　
一
方
で
、
長
期
入
院
や
後
遺
症
に

よ
る
通
院
が
、
国
や
県
の
平
均
よ
り

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
や

が
ん
検
診
の
受
診
率
も
低
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

える　 カラチ支

ート＆　 ルチャーカア健 おばまの健康づくり 10か条①「健やかおばま 21」

★忠野八幡神社

安
全
で
安
心
な
地
域
を
目
指
し
て

　

今
年
、
民
生
委
員
制
度
が
創
設
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
小
浜
市
民
生
委

員
協
議
会
連
合
会
の
品
川
会
長
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。「
市
内
で
は
民
生
・
児
童
委
員

１
０
０
人
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
児
童
か
ら
高

齢
者
ま
で
困
っ
て
い
る
人
の
相
談
に
の
り
、

行
政
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
」

　

近
年
は
相
談
内
容
も
多
様
化
し
て
い
る

と
言
う
品
川
さ
ん
。「
い
じ
め
や
介
護
、
認

知
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
あ
り
ま
す
。

会
で
は
定
期
的
な
研
修
の
開
催
と
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　

相
談
対
応
以
外
に
も
、
各
区
で
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
の
開
催
や
、
子
ど
も
や
一
人
暮

ら
し
世
帯
の
見
守
り
を
実
施
。
各
団
体
と

の
連
携
・
協
働
の
強
化
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域
住
民
の
立
場

に
立
っ
た
支
援
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

負
担
も
大
き
い
活
動
で
す
が
、
原
動
力

は〝
地
域
へ
の
思
い
〟だ
と
話
し
ま
す
。「
み

ん
な
地
域
を
良
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
委
員
一

同
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
で
す
」

※
民
生
委
員
に
つ
い
て
は
Ｐ
８
に
も
掲
載

「おばまの健康づくり10か条」10か条を心掛け
　ましょう。

　次号から毎月1条ずつ
解説していきます！

第 1 条 毎食、野菜から食べましょう。「毎
まい

ベジファースト 5
ファイブ

」
第 2 条 減塩を心がけ、汁物、漬物は 1 日 1 回程度にしましょう
第 3 条 間食は時間を決めて、控えめに
第 4 条 週に 2 日は休肝日を設けましょう
第 5 条 タバコは止めましょう
第 6 条 今より 10 分多く体を動かしましょう
第 7 条 早寝早起きを心がけましょう
第 8 条 週に 1 度は歯と歯茎の健康をチェックしましょう
第 9 条 毎日、体重をはかりましょう
第 10 条 今年も健康診査を受けましょう
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※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

編 

集 

後 

記

●今月の特集は環境についてで
す▶オオキンケイギクはきれい
な花を咲かせますが、強い繁殖
力を持つ危険な外来生物▶口名
田で駆除に取り組む大澤さんの

「活動を通して地域に目を向け
るきっかけに」という言葉が心
に刺さりました▶普段は見落と
しがちな身の周りの自然。改め
て考える機会にしたいです（松）

●今月号から広報の担当をさせ
ていただくことになり、慣れな
い取材や記事の作成に四苦八苦
しています▶今まで何気なく目
を通していた記事に、多くの労
力や思いが込められていること
を実感しています▶皆さんに必
要な情報や小浜の魅力などが伝
わる広報になるよう頑張ります
ので、よろしくお願いします（竹）

人の動き（4 月 1 日現在） 
・人口 29,922 人
　（前月比 -115 人）
　（前年同月比 -305 人）
　男性 14,604 人
　女性 15,318 人
　世帯数 11,919 世帯
・異動   転入 163 人   転出 257 人
　　　  出生　17 人   死亡　38 人

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ

弁護士無料相談※ 2 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会
☎ 0776・23・5255

出張年金相談※ 11 日㊍、25 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館 敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

行政相談 16 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 1 階
101 会議室 市民協働課☎ 64・6009

結婚相談 18 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分 文化会館 子ども未来課☎ 64・6013

高齢者専門相談（法律）※ 18 日㊍ 13 時〜16 時 嶺南地域福祉相談・
介護実習普及センター 同☎ 52・7832

■子育て情報

心配ごと相談
とき：10 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：サン・サンホーム
　　   小浜
　　   問同☎ 56・5802
介護など生活での困りご
との相談に応じます

■体や心・生活の相談
こころの相談※

とき：毎週㊌ 10 時〜11 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　　 問同☎ 56・5800
とき：毎週㊎ 12 時〜17 時
ところ：つみきハウス　　
　　　 問同☎ 53・1190
心の悩みを相談してください

精神保健相談※
とき：2 日㊋、16 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
心の病気や、心の悩みに
関する相談に応じます

カフェ・ぽ〜れ
とき：11 日㊍　
　　　13 時 30 分〜15 時
ところ：花水木（鹿島）
　　　問坂

さ か が み

上和
か ず よ

代さん☎
　　　090・5686・4147
認知症予防の活動や相談が
できます ※参加費 100 円

スクスク元気っ子教室
とき：16 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です

子育てワイワイ広場
とき：8 日㊊、22 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
未入園児の親子に 2 階和
室を開放しています。交
流の場としてどうぞ

母乳育児相談
とき：8 日㊊、22 日㊊
　　　10 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
助産師による母乳育児の
相談です。体重、哺乳量
の測定も可能です。

■法律や行政・その他の相談

■今月の窓口

毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）、
市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・
障がい者元気支援課、子ども未来課、税
務課、環境衛生課、会計課）では、執務
時間を 18 時 30 分まで延長しています。

税の納付窓口

休日納付窓口　28 日㊐ 9 時〜17 時

夜間納付窓口　31 日㊌ 20 時まで

■今月の休日当番医

※★印のついた当番医の日は、小児患者
　は、杉田玄白記念公立小浜病院（大手
　町）で小児科医が休日診療を行います

■今月の休館日

市立図書館
2 日㊋・3 日㊌㊗・4 日㊍㊗・
5 日㊎㊗・9 日㊋・16 日㊋・
21 日㊐・23 日㊋・24 日㊌・
30 日㊋

若狭図書学習センター
1 日㊊・8 日㊊・15 日㊊・22 日㊊・
25 日㊌（2F のみ）・29 日㊊

市民サービスコーナー
3日㊌㊗・4日㊍㊗・5日㊎㊗・21日㊐

温水プール
1 日㊊・8 日㊊・15 日㊊・22 日㊊・
29 日㊊

人権相談
とき：16 日㊋　
　　　13 時〜15 時
ところ：働く婦人の家
　　問法務局☎52・0238
悩みごと、心配ごとのあ
る人は、気軽に相談して
ください

親子運動遊び※
とき：19 日㊎　
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子どもと一緒に体を動かし
て遊びます。親子でのふれ
あいを楽しみましょう

ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

▼仮社屋の住所等はこちらです
小浜市和久里15-22-8
☎ (0770)56-5212 ・FAX(0770)56-5215

お気軽にお問い合わせください
現在、仮社屋で営業しております

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

のびのび広場※
とき：17 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
季節に応じた活動や運動
会など、子どもが楽しむ
親子遊びを提供します

誕生会※
とき：31 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
今月に誕生日を迎えるお
子 さ ん の お 祝 い を し ま
しょう

子育てサロン※
とき：24 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子育て相談会やクッキン
グなど、育児のアイデア
を提供しています

3 日㊌㊗
　

：★小津外科医院（日吉）
　　☎ 52・0072

4 日㊍㊗
　

：★田中整形外科医院（千種一丁目）
　　☎ 52・6868

5 日㊎㊗
　

：★しんたにクリニック（駅前町）
　　☎ 64・5321

 7 日㊐ ：★山手医院（山手一丁目）
　　☎ 53・5511

14日㊐ ：中山クリニック（多田）
　　☎ 56・5588

21日㊐ ：★吉井医院（塩竃）
　　☎ 52・0028

28日㊐ ：★田中病院（遠敷十丁目）
　　☎ 56・5353

■各種相談・休館日など

エイズ・肝炎相談、検査
とき：1 日㊊、15 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
匿名で、エイズ・肝炎に
関する相談や、検査を受
けることができます

地域に愛され、貢献できる
学校を目指しています

全車種やります ! 2017/4/24 〜 7/20 迄

小浜自動車学校

地域貢献キャンペーン
春の全免許特別割引のチャンス！
この機会に是非どうぞ！！



公式Facebookで
地域の情報を発信中

便利なまち歩きアプリ
「お散歩ナビ」はこちらから
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写真連載Life
輝く子どもたち

入学式（宮川小学校・4月 6日）

思い出は、人と場所と時間でできている。

２人の入学式。肩を組んで思いっきり走った。

目の前に広がる大きな校舎、緑いっぱいの山、先生と友達、家族。

大切な人と 輝く時間と ここにしかない場所。

たくさんの思い出を重ねて、僕たちは大きくなる。
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